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く31) a. 犯人 tに /へI銃を向けた(
b. 犯人 tに 〝-)銃を撃った)
(d.'犯人を鼓で向けた｡/犯人を銃で撃った-)
(32) a. 警官 tに /-1ナイフを向けた｡
b.警官 tに p-)ナイフを刺したG
(cf.書警官をナイフで向けた,/警官をナイフで刺した1)
(33) a. 先生の机 iに /-1花を置いた｡
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(46) a. 山を Ii.トンネル.益.?凍畝 ii.'交通Iで通す
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上では r自転車Jを漕いでいるのであっても､実掛 二は ｢ペダル｣を漕いでいると考えられる｡このよ
うに､自然な表現ではしばしば､プロファイルされているのは r自転車Jであっても活性化額域は rペ
ダル｣である例から分かるように両者にずれが生じるのである｡
9 本稿では､基本のバターンとして r(Zが)XをYでVするJ(あるいは ｢(Zが)XにYをⅤする｣)を持
ち､空に表現としても r(Zが)XをYでⅤする｣(あるいは r(Zが)XにYをⅤするl)の′くターンを取っ
ている事例があることも確認している｡例えば､(43)のような表現が挙げられるっ本箱では矧 こは取り上
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